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抱樸（ほうぼく）・互助会の取り組み
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ＮＰＯ法人ほうぼく ― 抱樸

名称 特定非営利活動法人 抱樸

結成
活動開始 1988年12月
法人認証 2000年11月
認定指定 2004年12月

所在地 福岡県北九州市八幡東区荒生田2-1-32

理事長
奥田 知志
（東八幡キリスト教会牧師）

職員 116名 （正職員85名、パート31名）

事業規模
2024年度経常収入 851,792千円
（うち寄付収入2.5億円）
※希望のまちプロジェクト指定1.7億含む。

■１．NPO法人抱樸について
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ＮＰＯ法人ほうぼく ― 抱樸

■１．NPO法人抱樸について

いくら経済的な支援を行っても、人との絆、社会とのつながりが切れてしまってい
るために、生活を立て直すことが再び困難になってしまう事例が多くありました。
だからこそ抱樸は、「ホームレス（社会的孤立）」と「ハウスレス（経済的困
窮）」の問題を分けて、ハウスレスの人には「この人には何が必要か？」を考え、
ホームレスの人には、「この人には誰が必要か？」を考え、経済的困窮と社会
的孤立に同時に取り組む支援の仕組みをつくっています。
貧困、格差、そして孤立はもはや常態化しています。私たちはそんな社会をどう
しても変えたい。北九州から日本中に、誰も孤立しない社会を広げます。

・ひとりの路上死も出さない
・ひとりでも多く、一日でも早く、路上からの脱出を
・ホームレスを生まない社会を創造する
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ＮＰＯ法人ほうぼく ― 抱樸

■１．NPO法人抱樸について
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■２．ボランティア部 互 助 会



何気ないに日常を共に過ごす。 あなたの物語をより豊かに楽しく！



水曜日は「なごみカフェ」ここは
みんなの
居場所

なかまの会世話人
レター配布（安否確認）
仕分け活動・地域清掃等



誕生日会

イベントいろいろ

お助け活動

みんなの人生の物語が豊かになりますように
忘れられない思い出をたくさん作りたい！



互助会葬 偲ぶ会
あなたはずっとなかま、そして家族・・・みんなで悼み、心に刻む

～出会いから看取りまで



人はひとりでは生きられない
「なかま」・・・なかまをつくる。なかまになる

「お互いさま」・・・助けたり助けられたり

「ふるさと」・・・助けてと言える居場所をつくる

居場所と出番そして「役割」があると人は元気になれる

愉快な仲間と「わたし」の「あなた」の物語を豊かに

相互の関係性～「お互い様」といえる間柄

ひとりにしない支援

家族のような関係。家族機能の社会化

支えあう社会



あなたがいる
わたしがいる
なんとかなる



ご清聴ありがとうございました

奥田伴子


